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新
川
地
区
広
域
市
町
村
圏
の
区
域

は、

魚
津
、
黒
部
、入
善
、宇
奈
月
、

朝
日
の
二
市
三
町
で
構
成
さ
れ
て
お

り
、
す
で
に
し
尿
処
理
の
東
部
衛
生

処
理
組
合
を
は
じ
め
、

一
部
に
よ
る

伝
染
病
隔
離
病
舎
な
ど
の
事
務
の
共

同
処
理
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

当
地
域
の
問
題
点
と
し
て
は
、
ま

ず、

共
通
的
に
若
年
層
の
人
口
流
出

が
激
し
く
、
一
部
に
は
深
刻
な
過
疎

他
現
象
も
み
ら
れ
、
と
く
に
人
口
の

減
少
は
消
費
面
に
も
影
山
科
を
お
よ
ぽ

し
、
ま
た
産
業
人
口
の
確
保
に
も
困

難
を
き
た
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

冬
期
間
に
お
け
る
雪
の
障
害
に
よ
っ

て
産
業
活
動
が
阻
害
さ
れ
、
停
滞
的

で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に、

主
要
産
業

で
あ
る
農
業
に
つ
い
て
は
、
そ
の
生

産
性
を
向
上
さ
せ
、
全
体
の
所
得
水

準
を
高
め
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
が
、
円
以
業
を
と
り
ま
く
情
勢
は
き

わ
め
て
き
び
し
い
環
境
下
に
あ
り
ま

す。
乙
の
ほ
か
、
産
業
の
け
旭
川
町
と
な
る

道
路
交
通
網
の
整
備
を
は
じ
め
、
ご

み
処
理
施
設
、
福
祉
施
設
の
充
実
な

ど
数
多
く
の
問
題
が
提
起
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
問
題
点
の
解
決
方

法
と
し
て
、
広
域
市
町
村
圏
の
拙
想

に
着
目
し
て
、
関
係
市
町
と
も
ど
も

今
年
度
指
定
の
獲
得
に
努
力
し
、
関
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新
川
地
区
広
域
市
町
村
圏
協
議
会
も
、
関
係
各
市
町
の
9
月
定
例
議
会

に
お
い
て
規
約
が
議
決
さ
れ
、
川
月
3
日
か
ら
本
格
的
に
活
動
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

広
域
市
町
村
闘
の
構
想
は
、
地
域
社
会
の
変
動
に
対
処
し
、
住
民
の
要

請
と
課
題
に
こ
た
え
る
た
め、

広
域
的
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
通
し
て
公
共

施
設
を
広
域
的
に
整
備
し
て
、
地
域
全
体
を
都
市
と
同
じ
よ
う
な
水
準
ま

で
引
き
上
げ
、
住
民

へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
し
て

H

豊
か
な
魅
力
あ
る
地

域
社
会
H

を
建
投
し
よ
う
と
い
う
趣
旨
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
す。

そ
乙
で
、
新
川
地
区
広
域
市
町
村
圏
と
は
ど
ん
な
も
の
か、

事
業
は
ど

う
し
て
す
す
め
ら
れ
る
か
、
ど
ん
な
特
典
が
あ
る
の
か
な
ど
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

ー「
軒
町
叫
岡
町
城
町
吋
相
劃
叫
が
E
E
川
丁

係
機
関
の
と

ω力
に
よ
り
、
7
月
ロ

日
付
県
告
示
に
よ

っ
て
「
新
川
地
区

広
域
市
町
付
図
」
が
実
現
さ
れ
た
も

の
で
す
。

広
域
闘
将
来
の

ヒ

シ

ヨ

ン

広
域
市
町
村
圏
に
指
定
さ
れ
る
と

ま
ず
、
関
係
市
町
が
当
地
域
を
将
来

ど
の
よ
う
に
す
る
か
と
い
う
ビ
ジ
ョ

ン
を
つ
く
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ζ

れ
を
広
域
市
町
村
圏
基
本
構
想
(
昭

和
印
年
度
を
田
原
)
と
い
い
ま
す
。

と
の
越
本
構
想
に
も
と
づ
い
て
、
村
部

本
計
画
(
五
か
年
)
と
実
施
計
阿
(

三
か
年
)
が
策
定
さ
れ
ま
す
が
、
そ

の
中
心
と
な
る
も
の
は
、
①
広
域
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画
①
広
域
事
務
処

理
シ
ス
テ
ム
①
桜
幹
事
業
の
計
画

で
す
。広
域
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
と
は
、
圏
域

内
の
市
街
地
や
集
落
を
ど
の
よ
う
に

配
回
し
、
そ
し
て
こ
れ
ら
を
利
五
に

結
ぶ
た
め
の
道
路
を
、
ど
の
よ
う
に

格
的
し
て
、
生
活
環
境
の
近
代
化
を

は
か
る
か
と
い
う
と
と
で
す
。

広
域
事
務
処
理
シ
ス
テ
ム
と
は
、

消
姉
、
医
療
な
ど
の
よ
う
に
圏
内
で

広
域
的
に
処
理
し
た
い
事
務
を
ど
の

よ
う
な
し
く
み
で
、
い
か
に
効
率
的

に
運
営
し
て
い
く
か
と
い
う
乙
と
で

す
。
こ
の
よ
う
な
計
画
と
あ
わ
せ
て

問
域
の
中
心
市
街
地
や
基
幹
集
落
に

は、

地
域
の
特
性
に
あ

っ
た
公
共
施

設
な
ど
が
整
備
さ
れ
ま
す
。

乙
れ
ら
の
事
業
の
実
施
主
体
は
、

道
路
整
備
な
ど
の
よ
う
に
個
々
の
市

町
に
お
い
て
行
な
う
も
の
と
、
広
域

事
務
処
理
シ
ス
テ
ム
の
よ
う
に
、

一

部
事
務
組
合
を
つ
く
っ
て
共
同
で
実

施
す
る
も
の
と
が
あ
り
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
今
後
広
域
市
町

村
附
計
画
に
よ
っ
て
、
住
民
生
活
を

よ
り
快
適
に
す
る
た
め
の
事
業
を
、

関
係
市
町
が
一
体
と
な
っ
て
、
集
中

的
に
実
施
し
て
い
く
乙
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
大
き
な
成
果
が
期
待
さ
れ

ま
す
。固

か
ら
ど
ん
な

財
政
補
助
が
さ
れ
る
か

広
域
市
町
村
聞
を
整
備
す
る
た
め

国
庫
補
則
金
や
地
方
交
付
税
が
特
別

に
交
付
さ
れ
る
ほ
か
、
事
業
を
す
す

め
る
た
め
の
地
方
偵
が
優
先
的
に
認

め
ら
れ
ま
す
。
園
町
補
則
金
は
、
図

域
の
計
画
作
成
経
質
の
補
則
金
と
、

計
四
に
も
と
づ
く
似
幹
的
な
事
業
に

要
す
る
経
費
の
補
助
金
が
交
付
さ
れ

ま
す
。
地
方
交
付
税
は
、
広
域
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
政
的
の
た
め
の
基
幹
的
市

町
道
な
ど
の
整
備
に
要
す
る
経
費
に

つ
い
て
、
特
別
の
措
凶
が
な
さ
れ
ま

す。川
月

3
日
に

協

議

会

設

立

広
域
市
町
村
図
の
計
画
を
作
成
し

た
り
、
計
画
実
施
連
絡
調
整
の
事
務

な
ど
を
行
な
う
た
め
‘
広
域
行
政
機

構
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な

り

ま
せ

ん
。
当
圏
域
の
場
合
、
計
画
の
策
定

ま
で
の
期
間
は
、
地
方
自
治
法
に
も

と
づ
く
協
議
会
で
実
施
し、

事
業
の

施
行
は
一
部
事
務
組
合
で
行
な
う
方

針
で
す
す
ん
で
い
ま
す
。

白
治
法
上
の
協
議
会
を
設
置
す
る

た
め
に
は
、
関
係
市
町
の
議
会
の
議

決
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
た
め
関
係

市
町
の
9
月
定
例
議
会
で
そ
れ
ぞ
れ

議
決
さ
れ
、
川
月
3
日
に
「
新
川
地

区
広
域
市
町
村
園
協
議
会
」
が
正
式

に
発
足
し
ま
し
た
。
事
務
局
は
、

県
お
よ
び
関
係
市
町
か
ら
職
員
各
一

名
が
派
遣
さ
れ
、
魚
津
市
役
所
内

(

三
階
)
で
執
務
を
開
始
し
て
お
り
ま

す。
間
戚
計
画
の
策
定
事
務
は
、
事
務

局
を
中
心
に
作
業
が
す
す
め
ら
れ
、

関
係
市
町
の
協
力
で
市
町
長
の
協
議

に
よ

っ
て
、ロ
月
末
ま
で
に
作
成
し
、

功
業
の
実
施
は
来
年
度
か
ら
施
行
さ

れ
る
と
と
に
な
り
ま
す
。

(写
真
上
は
二
市
三
町
で
運
営
さ
れ

て
い
る
東
部
衛
生
し
尿
処
理
場
)

国
鉄
魚
津
駅
前
広
場

自
転
車
は
人
に
迷
惑
を

か
け
な
い
よ
う
駐
車
を

国
鉄
魚
住
駅
前
は
、
.
面
白
を
一
新

し
、
都
川
附
さ
れ
た
広
場
に
な
り
ま
し

一

た
。
市
の
玄
関
に
ふ
さ
わ
し
く
、
き

一

れ
い
に
す
る
た
め
、
自
動
車
や
白
紙

一

車
の
利
用
者
は
、
と
く
に
次
の
よ
う

な
と
と
に
ど
協
力
く
だ
さ
い
。

マ
:
・通
勤
、
通
学
な
ど
の
自
転
車
や
オ

ー
ト
バ
イ
は
、
広
場
の
渉
道
上
に
お

い
て
あ
り
ま
す
が
、

広
場
の
利
用
方

法
か
ら
い
っ
て
不
自
然
で
あ
り
、
美

観
を
そ
こ
ね
、
ま
た
危
険
で
も
あ
り

ま
す
の
で、

歩
行
者
に
迷
惑
の
か
か

ら
な
い
よ
う
整
然
と
駐
車
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

マ
・:
自
家
用
駐
車
場
は
、
混
雑
を
防
ぐ

た
め
、
駐
車
時
間
は
一
時
間
以
内
に

し
て
く
だ
さ
い
。

マ
・
:
広
場
内
は
、
右
ま
わ
り
の

一
方
通

行
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

紅
葉
の
有
峰
を
歩
く

川
月
の
歩
乙
う
会
は
、
秋
附
れ

の
同
日
、
ゃ
く
百
名
が
参
加
し
、

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
五
台
に
分
乗
、
午

前
9
時
市
役
所
前
を
出
発
、
有
峰

ダ
ム
へ
向
い
ま
し
た
。
有
峰
湖
畔

で
中
食
を
と
り
、
付
近
を
散
策
、

そ
の
あ
と
紅
葉
ま
っ
さ
か
り
の
体

道
を
や
く

一
時
間
に
わ
た
っ

て
歩

き
ま
し
た
。

(
写
真
は
有
峰
湖
を
後
に
林
道
を

歩
く
人
た
ち
)

保
育
匿
釘
太
国
自
いし
い、活
み

什
月
山
日
か
ら
初
日
ま
で

来
年
4
月
か
ら
保
育
園
へ
入
国
す

る
人
の
申
し
込
み
を
け
月
旧
日
か
ら

初
日
ま
で
受
け
付
け
ま
す
口
申
請
書

は
各
保
育
園
に
あ
り
ま
す
か
ら
、
必

要
事
項
を
記
入
し
て
保
育
園
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
(
午
後
だ
け
受
け

付
け
)
保
育
園
へ
入
闘
で
き
る
基
唯
は
、

①
保
護
者
が
働
い
て
い
る
た
め
子
ど

も
の
保
育
が
欠
け
る
も
の
①
病
気

な
ど
の
た
め
、
家
低
で
世
話
が
で
き

な
い
状
態
に
あ
る
も
の
、
な
ど
で
す
。

各
保
育
園
の
定
員
は
次
の
と
お
り

施
設
名
定
員
村
山
ル
一
一
糊

魚
津
愛
育
園
一
四

O
人

二

八

人

道
下
保

育

園

一

五

O

一
八

青

島

保

育

園

九

O

一
八

経
間
保
育
園
一
八

O

三
六

住

吉

保

育

園

六

O

六

あ
け
ぴ
保
育
園
六

O

松

倉

保

育

園

六

O

魚
津
保
育
園
二
ハ
五

魚
津
第
二
保
育
園
九

O

上

口

保

育

闘

六

O

川
原

保

育

園

六

O

吉
島
保
育
園
一
一
一

O

日経田幼稚問一

来
年
4
月
か
ら
市
立
の
大
町
幼
稚

園
、
経
団
幼
稚
園
へ
入
国
す
る
園
児

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
希
望
者
は
「

入
園
願
書
」
を
け
月
沼
田
か
ら
ロ
月

5
日
ま
で
各
幼
稚
園
ま
た
は
市
教
委

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
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五六六八八六六

八
日
曜
祭
日
の
当
番
医
V

V
8
日
H
(
侭
)
住
吉
寺
崎
医
院
(
夜
)

火
の
宮
町
沢
口
医
院

V
日
日
H

(

昼
〉
緑
町
早
川
病
院
(
夜
)
大
先
寺
魚

津
緑
ケ
丘
病
院

V
2
日
H
(
昼
)
末

広
町
平
井
病
院
(
夜
)
北
鬼
江
稲
田
病

院

v
n日
H
(
昼
)
大
町
船
崎
医
院

(
夜
〉
鴨
川
町
青
木
医
院

v
m日
H

(昼
)
浜
経
問
江
幡
医
院
(
夜
)
江
口
魚

津
神
経
サ
ナ
ト
リ

ユ
l
ム

予
防
注
射

乞
検
診

JE
十

弘

与

回

目
4

火
口
ぞ
-er
汀

A
4
4
3
E本
・
圭
一

F'

ひ

ら

く

叩

i
刊
日
図
書
館
で

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
な
ど
に
つ

い
て
相
談
所
が
ひ
ら
か
れ
ま
す
。

年
金
に
つ
い
て
疑
問
の
あ
る
人
、

手
続
き
の
わ
か
ら
な
い
人
、
ど
の
年

金
制
度
に
も
入
っ
て
い
な
い
人
な
ど

は
ぜ
ひ
ど
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

期
間
不
足
の
た
め
、
年
金
に
む
す
び

つ
か
な
い
人
に
は、

直
接
書
面
を
出

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
乙
れ
ら
の
人

は
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

マ
相
談
日
時

H
H
月
刊
日
、
日
日
の

一
一
日
間
、
午
前
9
時
叩
分
か
ら
午
後

4
時
叩
分
ま
で

マ
場
所
H
市
立
図
書
館

V
・・・
市
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
は
、

保
険
会
計
で
半
額
補
則
し
ま
ず
か
ら

①
は
六
十
円

①

は

八

十

円

①

は

百
二
十
円
に
な
り
ま
ず
か
ら
保
険
証

は
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

V
:
・本
人
の
健
康
状
態
に
よ
っ
て
注
射

の
で
き
な
い
場
合
か
あ
り
ま
す
の
で

は
じ
め
に
問
診
し
ま
す
。
な
お
、
学

童
や
園
児
の
場
合
は
問
診
裂
に
確
実

に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

熱
の
あ
る
人
、
鶏
卵
で
ジ
ン
マ
シ

ン
に
な
る
体
質
の
人
、
粕
尿
病
、
脚

気
患
者
、
病
後
一
説
弱
者
、
妊
婦
は
注

射
を
受
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。

校
下

一

回

二

回

場

所

付

月

刊

月

道
下

4
日

け
日

小
学
校

加
積

5
日

ロ

日

教

場

経
団

9
日

目

日

小

学
校

村
木

印
日

げ
日

小
学
校

本
、
江

川

田

山

田

小

学
校

松
倉

ロ

白

川

日

小
学
校

白
倉

ロ

日

目

日

小
学
校

古
邸
熊

ロ
日

目
日

分

校

日
月

山
女

初
日

7
日

保

育

園

坪
野

初
日

7
日

分

校

ロ
月

片
貝

1
日

8
日

小
学
校

上
野
方

1
日

8
日

小
学
校

上
中
島

1
日

8
日

小
学
校

大
町

4
日

日
日

小
学
校

住
吉

9
日

目
日

小
学
校

西
布
施

9
日

目
日

小

学

校

天
神

9
日

目
日

教

場

受
付
時
間
は
午
後

1
時
i

2
時

ガ
ン
の
早
期

発
見
を
目
的
に

子
宮
ガ
ン

・
胃

ガ
ン

の
検
診
を

行
な
い
ま
す
。
検
診
希
望
者
は
市
保

険
衛
生
課
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

八
胃
ガ
ン
検
診

V

・
検
診
日
H
什
月
引
日
(
土
)

・
場
所
H
西
布
施
連
絡
所
(
午
前
9
時

i
日
時
〉

・
人
員
日
五
十
名

・
料
金
H
四
百
五
十
円

・
申
込
み

H
H
月
日
日
(
金
〉
ま
で

八
婦
人
検
診

V

①
検
診
日
H
什
月
四
日
(
木
)

・
場
所
H
農
協
上
野
方
支
所
(
午
後
1

時

1
1時
初
分
〉
石
垣
新
石
川
勝
鶏

宅
(
午
後
2
時
i
2
時
初
分
)

・
申
込
み
H
什
月
は
日
(
金
)
ま
で

①
検
診
日
H
ロ
月

3
日
(
木
)

・
場
所
H
経
国
連
絡
所
(
午
後

1
時

1

3
時
)

・
申
込
み
日
川
月

M
日
(
火
〉
ま
で

マ
料
金
H
三
百
五
十
円

マ
人
員

u
一
日
七
十
名

婦
人
検
診
と

胃
ガ
ン
検
診

合な 警
に つ立
よて ま
りいま
中ま ヱ
.11二し 117 
にた ι
な乳
り児行
ま検な 6
し診う日
たは乙会
、と8
都に に



(2 ) 

住
宅
を
建
て
よ
う
と
思
っ

て
も
、
地
側
が
向
か
っ
た
り

し
て
な
か
な
か
適
v
!
な
土
地

が
み
つ
か
ら
な
い
の
が
瓜
状

の
よ
う
で
す
。

市
で
は
、
手
軽
に
終
的
さ

れ
た
土
地
が
取
得
で
き
る
よ
う
に
、

こ
の
ほ
ど
青
山
地
内
に
土
地
を
求
め

分
泌
地
を
造
成
す
る
と
と
に
な
り
ま

し
た
。
造
成
工
引
は
ロ
凡
ぷ
け
に
完

成
す
る
予
定
で
す
。

45.1'1. 

中

し

込

み
け
月
叩
円
ま
で

分
議
宅
地
は
三
十
七
区
間
で
や
く

一
万
平
方
M
で
す
。
一
区
画
の
面
積

は
三
百
五
十
八
平
万

M
(百
八
坪
)

か
ら
二
百
三
十
六
平
方

M
(七
十
一

坪
)
ま
で
の
も
の
が
あ
り
、
分
泌
価

格
は
三

・
三
平
方

M
(
一
坪
)
あ
た

り
八
千
円
か
ら

一
万
五
千
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ζ

の
分
譲
地
は
、
青
島
地
内
の
以

道
生
地
入
普
線
か
ら
や
く
五
百

M
海

岸
側
に
入
っ
た
と
こ
ろ
で
、
付
近
に

は
日
カ
青
島
社
宅
、
青
山
市
営
住
宅

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

鰐

マ
巾
し
込
み
日
什
川
加
日
か
ら

同
初
日
ま
で
、
市
役
所
内
開

発
公
社
(
三
階
)
で
受
け
付

け
ま
す
か
ら
希
望
者
は
、

「

予
約
中
込
書
」
に
住
民
票
、

給
与
一社
別
古
な
ど
を
添
え
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

(
一

附
帯
に
一
一
臥
州
)

マ
資
格
H
①
昭
和
何
年
間
月
1

日
以
前
か
ら
市
内
に
居
住
し

て
い
る
人
①
売
買
代
金
の

支
払
い
が
確
実
に
で
き
る
人

①
同
開
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
の
あ
る
人
④

市
内
に
居
住
し
、
保
証
能
力

の
あ
る
連
借
保
証
人
二
人
を

た
て
ら
れ
る
人
。

マ
分
泌
方
法
H
前
回
知
審
査
に
よ

り
、
泊
料
者
を
選
考
し
、
区

一酬
と
と
の
申
込
者
が
二
名
以

上
の
と
き
は
、
区
画
ご
と
に

川
せ
ん
で
決
定
し
ま
す
。

芳 f女

…f

一四
則
途
地
域
と

5

は

〈一〉

3安

用
途
に
応
じ
て
建
築
制
限

問
月
号
広
報
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
よ
う
に
、
と
ん
ど
市
街
地
周

辺
(
魚
作
お
よ
び
下
野
万
、
下
小
島
、
道
下
、
加
柏
地
区
の
一
部
)
四

百
三
十
八
診
が
都
市
計
画
法
に
も
と
づ
く

「
用
途
地
域
制
」
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
住
居
、
商
業
、
工
業
、
準
工
業
の
四
つ
に
区

分
さ
れ
、
建
築
制
限
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

乙
の
用
途
地
域
は
、
住
宅
地
の
ま
ん
中
に
工
場
や
映
画
館
の
立
つ
の

を
防
ぎ
、
工
場
は
工
場
同
志
、
間
庖
は
尚
庖
同
志
、
利
害
を
同
じ
く
す

る
建
物
を
集
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

今
号
は
、
こ
の
う
ち
住
居
地
域
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

;祭

住

居

地

域

住
居
地
域
は
快
適
な
市
民
生
活
が

お
く
ら
れ
る
よ
う
静
け
さ
や
空
気
の

よ
さ
が
守
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
こ
ろ
で
す
か
ら
、
工
場
、
映
阿
館

キ
ャ
バ
レ
ー
、
危
険
物
貯
脳
陣
な
ど

が
建
て
ら
れ
な
い
と
と
に
な
っ
て
い

I
一
ま
す
。

府

一八
建
築
で
き
な
い
も
の

V

物

一
①
劇
場
、
映
画
館
、
キ
ャ
バ
レ
ー
な

限
一
ら
び
に
は
面
積
の
合
計
が
五
十
平
方

鶴一

M
M
を
こ
え
る
自
動
車
車
庫
、
原
動
機

3
一
を
使
用
す
る
作
業
場
や
工
場
な
ど

第
一
①
次
の
よ
う
な
工
場

刷
出
力
の
合
計
が

0
・
七
結
以
下
の

原
動
機
を
使
用
す
る
塗
料
の
吹
付

制
厚
さ

0
・
玉
川M
以
上
の
金
属
板
の

っ
ち
打
ち
加
工
、
ま
た
は
原
動
機
を

使
用
す
る
金
属
プ

ν
ス
や
切
断

判
的
制
衣
機
を
使
用
す
る
菓
子
の
製
造

川門
原
動
機
を
仙
収
用
す
る
セ

メ
ン
ト
製

品
の
製
造

同
仰
木
材
の
引
明
、
か
ん
な
削
り
、
裁

縫
、
機
織
、
撚
糸
、
編
物
、
製
袋
、

や
す
り
の
日

1
、
印
刷
、
製
針
、
石

川
仰
の
引
川
、
撚
線
、
金
網
の
製
造
ま

た
は
直
線
機
を
使
用
す
る
金
属
線
の

加
一
ム
で
出
力
の
合
計
が

0
・
七
五
誌

を
と
え
る
原
動
機
を
使
用
す
る
も
の

付
出
力
の
合
一
引
が
二

・
五
結
を
こ
え

る
似
動
機
を
使
用
す
る
製
粉

川
コ
ル
ク
、
エ
ボ
ナ
イ
ト
ま
た
は
合

成
問
脂
の
粉
仲
ま
た
は
乾
燥
研
・出
で

以
動
機
を
使
川
す
る
も
の

岡
山
以
動
機
を
使
用
す
る
こ
台
以
下
の

研
肝
機
に
よ
る
金
属
の
乾
燥
研
・
肝

ω容
円
以
十
泌

i
三
十
版
以
下
の
ア
セ

チ
レ
ン
ガ
久
発
生
器
を
用
い
る
金
属

の
工
作

閃
印
刷
用
平
雌
の
研
際

①
倉
庫
業
を
営
む
倉
庫

④
可
燃
ガ
ス
、
カ
ー
バ
イ
ド
な
ど
佑

険
物
の
貯
蔵
庫
な
ど

八
建
べ
い
率

V

建
物
は
、
敷
地
い
っ
ぱ
い
に
建
て

る
乙
と
は
で
き
な
く
な
っ
て
お
り
ま

す
。
敷
地
面
積
に
対
す
る
建
築
面
積

を
「
建
ぺ
い
率
」
と
い
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
川
合
は
次
表
の
よ
う
に
な

り
、
建
ぺ
い
率
以
上
の
場
合
は
許
可

に
な
り
ま
せ
ん
。

/

区
分

一

一

j
wソ
/

一切
火
器
一

8
4
域
一上
必
以
外

¢
何
E

J

f

一

一

ー

耐

火
法

一泌

物

l

i

%
一

ム

附
6

M
V

ハ耐
火

m
g
一

tc
-

一
寸

凡

噌て

の

他

一

0
0
一

六
J

一附

-岡山いい「
L同
|

〈
建
物
の
高
さ
制
限
〉

ま
た
、
建
物
の
高
さ
も
制
限
さ
れ

て
お
り
、
住
居
地
域
で
は
二
十
M
以

上
の
も
の
は
建
て
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ

の
高
さ
は
前
面
道
路
の
中
心
線
か
ら

は
か
る
乙
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

県
で
は
、
円
以
業
従
事
者
で
民
業
以
野
、
入
持
、
滑
川
高
等
技
能
学
校
お

外
の
産
業
に
就
職
を
希
望
す
る
人
に
よ
ぴ
県
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
。
税
目

刻
し
、
職
業
に
必
要
な
能
力
開
発
訓
は
、
配
管
、
木
工
、
板
金
、
溶
接
、

献
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
と
れ
は
、

塗
装
、
建
設
機
械
運
転
、
プ
ロ
ッ
ク

民
業
以
外
の
仕
事
に
就
業
を
容
易
に
建
築
、
鋳
造
。

す
る
た
め
、
燃
料
で
職
業
訓
練
を
尖
マ
入
校
期
間
日
斜
目
に
よ
り
迩
い
ま
す

施
す
る
も
の
で
、
入
校
希
望
者
は
、
が
三
か
月
か
ら
六
か
月
問
。

公
共
職
業
安
定
所
あ
る
い
は
市
役
所
マ
援
護
措
置
H
職
安
局
長
が
定
め
た
所

内

民

業

委

員

得

以

下

の

入

会
事
務
局
へ

出

支

監

竺

広

極

成

区

ヨ

う

校

生

は

、

無

お
巾
し
込
み

l
l
J
2
4
1
1
-
-
/
〈

料
で
訓
練
が

く
だ
さ
い。

-
L
・t
・-
-
I
l
f』

-
t
v
A
L

受
け
ら
れ
、

マ
対
象
者
H
申

国
引
当
オ
司
副
仇
都
市
安
」
弓
プ
松
川

期
間
中
に
や

し

込

み

前

一

く

二

万

七

千

作
以
内
に
民
業
に
従
事
し

て

い

た

乙

円

の

手
当
な
ど
が
支
給
さ
れ
る
。

と
が
あ
り
、
離
円
以
後
、
安
定
し
た
職
マ
巾
し
込
み
手
続
き
H
願
書
に
民
業
委

業
に
つ
い
た
乙
と
の
な
い
も
の
で
、
員
会
の
証
明
お
よ
び
所
得
証
明
を
添

訓
練
を
受
け
、
安
定
し
た
職
業
に
就
付
の
う
え
、
職
業
安
定
所
か
高
等
技

き
た
い
と
希
望
す
る
者
。
た
だ
し
良
能
学
校
へ
。

業
委
員
会
が
こ
の
こ
と
を
証
明
し
た
マ
入
校
者
の
決
定
H

入
学
施
設
の
長
が

と

き

に

限

る

。

決

定

す

る

。

た

だ

し

三

十

五

歳

以

上

マ
学
校
と
斜
目
H
学
校
は
、
新
湊
、
福
の
人
や
世
情
主
が
優
先
さ
れ
る
。

布
施
谷
橋
が
完
成

昨
年
8
月
の
豪
雨
で
流
出
し
た
内

川
谷
柿
は
、
復
旧
工
事
が
す
す
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
完

成
、
却
日
に
竣
功
式
が
あ
り
ま
し

た
。
乙
の
橋
は
市
道
黒
沢
、
内
生
谷

線
に
か
か
る
も
の
で
、
名
称
も
「
布

施
谷
橋
」
に
改
め
ら
れ
、
長
さ
阿
十

八
抗
、
幅
員
四

・
五
M
の
P
S
ケ
タ

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
り
っ
ぱ
な
橋
と

な
り
ま
し
た
。
総
工
費
は

一
千
八
百

九
十
二
万
円
。

(
写
真
は
、
永
久
摘
に
な
っ
た
布
施

谷
橋
)

内
職
相
談
コ
ー
ナ
ー

は
、
毎
週
月
・水
・金
隈

日
午
前
9
時
か
ら
午
後

3
時
ま
で
市
役
所
商
工

水
産
課
で
ひ
ら
い
て
い

ま
す
。内
臓
の
純
類
は
、
①

毛
糸
編
み
物
(
手
制
み

機
械
編
み
)
①
ビ
ー

ズ
入
り
レ
!
ス
編
み
ド

W
入

れ

①

フ

ァ
ス
ナ

ー
加
工
な
ど
が
あ
り
ま

す。

的鞍相談き主主;乏~:~

「人口は47.123人一「
‘ 国勢調査の概数一一」

10月1日現在で実施しました国勢調
査の概数がまとまりました。その人口

は47.123人(男22.443人女24.680人)
で位帯数は11.378世市となっています
40年の国勢調査時とくらべてみます
と、人口で 269人、世帯数で 848世帯
ふえています。

IJ也区日IJII1そ約数|人 正1I (4昨比)

.((t 11¥ 1 3.219"'1 13.240̂1 b. 935 

下'1'ぬI 587. 2.475 I 84 

_L巾 I;~ I 336 I 1 .599 I企 84
松倉 417I 1 .840 I b. 225 
上野方 1 420 I 1 .751 335 

下野方 1.460I 5.659， 610 
月民 363I 1.731! b. 222 
加駁 1 1.252 i 4.793 I 1.080 
道下 1.504I 6.024 I b. 444 

絞 1111 1.1701 4.9471 179 

天 ~I' I 260 I I .241 I 2 

商布施 390I 1. 823 I b. 111 

地
区
別
の
世
帯
数
と
人
口

イ
・
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の

流
行
期
に
そ
な
え
よ
う

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
す
る
季

節
と
な
り
ま
し
た
。
予
防
注
射
は
今

月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
が
、
注
射
を

受
け
て
か
ぜ
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に

す
る
と
同
時
に
、
次
の
こ
と
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

八
予
防

V

・
外
出
か
ら
削
っ
た
ら
ウ
ガ
イ
を
す
吾

.
持
抗
力
を
つ
け
る
日
乾
布
ま
さ
つ
、

う
す
泊
の
習
似
を
つ
け
、

栄
養
価
の

高
い
食
事
を
す
る
。
雌
阪
は
十
分
と

り
寝
具
は
た
び
た
び
目
先
で
干
す
0

.
体
温
の
調
節
H
Hげ
が
出
た
ら
よ
く
ぬ

ぐ
い
、
・
怒
さ
暑
さ
の
変
化
に
あ
わ
せ

て
火
知
を
花
し
く
調
節
す
る
。

〈
か
ぜ
を
ひ
い
て
し
ま
っ
た
ら
〉

・
早
く
医
師
の
診
察
を
受
け
て
治
附
加
す

る
H

か
ぜ
は
火
事
と
同
じ
で
以
初
が

か
ん
じ
ん
で
す
。

・
安
静
、
似
組
、
栄
養
の
三
原
則
H
安

静
が
も
っ
と
も
よ
い
治
療
法
で
す
。

あ
た
た
か
く
し
て
寝
る
。
汗
を
か
い

第
七
回
農
業
祭
農

林
産
物
品
評
会
は
、

什
月
5
日
と

6
日
の

一
一
日
間
、
農
協
会
館

で
ひ
ら
か
れ
ま
す
。

品
評
会
に
は
穀
類
、

そ
菜
類
、
川
以
笑
類
な

ど
名
・
数
展
示
さ
れ
、

即
売
も
行
な
わ
れ
ま

す。

八
日
程

V

マ
日
月
4
日
午
後
1
時
!
5時
H
展

示
品
の
搬
入
、
マ
5
日
午
前
9
時

i

口
時
H
審
査
、
午
後
i
時

i
5
時
H

一
般
参
観
、
マ

6
日
午
前
9
時
i
ロ

時
日
一
般
参
観
、
午
後
1
時
H
表
移

川

l
h一エ 農業祭

5---6日農協会館で
小
口
事
業
資
金

百
万
円
ま
で
融
資

白
山
県
中
小
商
工
業
小
口
事
業
資

金
の
融
資
条
件
が
次
の
よ
う
に
叩
月

1
日
か
ら
変
わ
り
ま
し
た
。

融
資
希
望
者
は
商
工
水
産
課
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

マ
融
資
限
度
H

一
事
業
者
あ
た
り
百

万
円
以
内

マ
融
資
期
間
H
三
年
以
内

マ
利
率
H
年
利
八
軒
以
内

マ
保
証
料
H
年

0
・
九

一
軒

国
民
健
康
保
険
税
第

期

納
期
限
は
刊
月
初
日
で
す

た
ら
た
ん
ね
ん
に
着
替
え
る
。
カ

ロ

リ
ー
の
高
い
消
化
の
よ
い
あ
た
た
か

い
食
事
を
す
る
。

・
熱
が
あ
る
と
き
は
飲
み
も
の
を
H
ジ

ユ
ー
ス
、
サ
イ
ダ
ー
、
番
茶
な
ど
、

な
ん
で
も
よ
い
か
ら
よ
く
水
分
を
と

る
こ
と
。

日
月
の

相
談
円
は

9
日
(
月
)
午
前
川
時
か
ら
午
後

3
附
ま
で
市
役
所
市
民
課
で
ひ
ら

一

き
ま
す
。

交
通
事
故
巡
回
相
談

寄

付

マ
一
万
五
千
円
H
末
広
町
高
瀬
宗
雄

マ
五
千
円
日
港
区
木
下
竹
次
郎
マ

五
千
円
H
川
縁
坪
附
与

一

マ
三
千

円
H
浜
経
団
広
浜
悦
子
マ
二
千
円

H
本
新
加
藤
光
男

香
典
返
し
の
一

部
を
社
会
福
祉
媛
設
金
に
寄
付
が
あ

り
ま
し
た
。

~ 

所
得
税
の
予
定
納

税
と
減
額
申
請

昭
和
何
年
度
分
所
得
税
の
予
定
納

税
第
二
期
分
の
納
期
限
は
、

け
月
初

日
で
す
。
期
限
内
に
納
付
し
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

〈
予
定
納
税
の
減
額
申
請
〉

日
月
引
日
の
現
況
で
見
積
っ
た
申

告
納
税
見
積
り
額
が
、
路
業
、
休
業

失
業
、
災
害
、
盗
難
な
ど
に
よ
り
損

害
や
阪
療
費
の
支
出
、
業
況
不
振
、

抹
養
親
族
の
増
加
な
ど
の
た
め
、
お

知
ら
せ
し
た
「
予
定
納
税
基
準
額
」

よ
り
少
な
く
な
る
と
見
込
ま
れ
る
人

は
、
日
月
日
日
ま
で
に
減
額
申
請
を

す
る
乙
と
が
で
き
ま
す
。
(
魚
津
税

務
署
)

身
障
者
の
自
動
車
税

同
取
得
税
が
減
免

身
体
障
害
者
の
通
院
、
通
学
や
生

業
の
た
め
に
継
続
的
に
使
用
す
る
自

動
車
の
自
動
車
税
、
自
動
車
取
得
税

は
、
叩
月
か
ら
法
律
が
改
正
さ
れ
て

減
免
さ
れ
る
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。

と
れ
は
、
身
体
障
山
中
者
が
み
ず
か
ら

運
似
す
る
自
動
車
(
・
自
家
用
車
)
お

よ
び
重
度
身
体
障
記
者
と
生
計
を
一

に
す
る
者
が
運
転
す
る
自
動
車
に
限

ら
れ
て
い
ま
す
。

該
当
者
は
減
免
申
請
告
を
県
税
事

務
所
へ
抗
出
し
て
く
だ
さ
い
。

刊
月
か
ら
狩
猟
解
禁

な
く
そ
う
事
故
や
違
反

日
月
1
日
か
ら
れ
引
猟
解
禁
と
な
り

ま
す
。
巌
近
、
狩
猟
者
の
明
加
と
と

も
に
、
狩
猟
違
反
や
事
故
が
多
発
す

る
傾
'
川
に
あ
り
ま
す
の
で
、
狩
猟
者

は
次
の
よ
う
な
こ
と
に
と
協
力
く
だ

z
-
¥
O
 

-r、'uv
マ
カ
ス

ミ
制
に
よ
る
密
猟
や
日
の
出

前
、
日
没
後
の
銃
猟
を
な
く
し
ま
し

ょ
う
マ
メ
ス
キ
ジ
、
キ
ツ
ネ
に
は

絶
刈
銃
を
向
け
な
い
マ
む
獣
保
護

阪
な
ど
制
限
地
を
確
か
め
て
狩
猟
す

る
マ
人
家
周
辺
で
発
砲
し
な
い

マ
鋭
と
仰
は
別
々
に
カ
ギ
の
か
か
る

と
こ
ろ
へ
保
管
す
る
マ
火
薬
類
は

必
反
抗
だ
け
購
入
し
、
残
っ
た
火
薬

知
は
れ
宅
に
保
管
し
な
い
乙
と
。

お
年
玉
っ
き
年
賀
は
が
き

5
日

か

ら

売

り

出

し

お
年
.
ょ
っ
き
年
賀
は
が
き
は
、

日

月
5
日
か
ら
全
国
で
十
六
億
八
千
万

枚
発
売
さ
れ
ま
す
。
市
内
で
も
魚
津

郵
便
日
は
じ
め
無
集
配
郵
悦
局
、
切

手
山
さ
ば
き
所
で
、
昨
年
よ
り
三
万

枚
多
い
七
十
四
万
枚
が
売
り
出
さ
れ

ま
す
。年賀
状
は
、
郵
便
務
号
の
ほ
か
、

住
所
を
正
し
く
ハ
ッ

キ
リ
古
く
と
と

も
に
、
遅
く
と
も
ロ
月
2
日
ま
で
に

差
し
出
さ
れ
る
よ
う
郵
便
局
で
は
の

ぞ
ん
で
い
ま
す
。
な
お
、
年
賀
は
が

き
に
郵
便
番
号
を
記
山
制
す
れ
ば
、
都

道
府
県
名
が
省
略
で
き
る
と
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
年
賀
は
が
き
処
理
の
た
め

冬
休
み
期
間
中
の
ア
ル
バ
イ
ト
学
生

(
高
校
、
大
学
生
)
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
希
望
者
は
学
校
の
許
可
を
受

け
て
魚
津
郵
便
局
へ
お
申
込
み
を
。

公
衆
電
話
の

三
分
打
ち
切
り

日
月
別
日
か
ら
公
衆
電
話
か
ら
の

市
内
通
話
は
は
三
分
で
打
ち
切
り
と

な
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
(
魚
津

電
報
電
話
局
〉

国
土
緑
化
、
森
林
愛
護
の

標
語
と
ポ
ス
タ
ー
募
集

国
土
緑
佑
推
進
委
員
会
で
は
、
国

土
緑
化
運
動
を
推
進
す
る
に
ふ
さ
わ

し
い
標
語
と
森
林
愛
護
運
動
ポ
ス
タ

ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

標
語
は
、
は
が
き

一
枚
に
一
旬

を
、
ま
た
、
ポ
ス
タ
ー
は
タ
テ
五
十

一
詩
、
ヨ
コ
三
十
六
拶

(B
3
)
を

基
準
に
タ
テ
盟
国
き
と
し
、

住
所
、
氏

名
、
年
令
、
職
業
を
記
入
し
、け
月
初

日
ま
で
に
東
京
都
千
代
同
区
平
河
町

二
の
七
、
砂
防
会
館
内
、
国
土
緑
化

推
進
委
員
会
へ
送
付
し
て
く
だ
さ

い
。
入
選
発
表
は
来
年
2
月
末
日
の

予
定
。

読
書
感
想
文
・
ポ
ス
タ
ー

コ

ン

ク

ー

ル

の

結

果

図
引
け
館
で
は
、
説
内
週
間
に
ち
な

み
市
内
小
中
学
生
、
高
校
生
を
対
象

に
説
記
雄
畑
出
文
お
よ
び
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
ク
ー
ル
'を
行
な
い
ま
し
た
。
ポ
ス

タ
ー
九
十
八
点
、
感
想
文
九
十

一
点

の
応
非
が
あ
り
審
査
の
結
果
、
次
の

よ
う
な
人
が
入
選
し
ま
し
た
。

こ
の
展
示
会
は
け
川

5
日
か
ら
け

月
9
日
ま
で
図
書
館
で
ひ
ら
か
れ
ま

す。

〈
ポ
ス
タ
ー

v

V
市
長
白
日
東
中
三
年
土
川
四
時
子

マ
市
議
長
賞
日
村
木
小
四
年
浦
辺
京

子
マ
市
教
委
円
以
H
束
中
三
年
石
附

茂

道

下
小
三
年
虎
谷
聡
ほ
か
入

選
九
名

〈
読
書
感
想
文
V

マ
市
長
臼
H
西
中

一
年
三
由
弘
人

マ
市
議
長
臼
H

吉
局
小
六
年
伯
楽
敦

子

マ
市
教
委
賞
H
札
凶
作
市
二
年
沢

田
玲
子
四
布
施
小
一
年
ふ
じ
も
り

ま
さ
よ
ほ
か
入
選
十
一
名


